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現状
目指す駅

本来の駅の姿とは、情報交換の
場であったり、人々の交流の場と
して街の顔であった。

↓目指す駅とは

駅舎内を小さなギャラリーとし、
展示パネルを設ける。この小さな
ギャラリーが人々の交流を生む
装置となる。それにより地域とつ
ながりをもった駅が誕生する。

・ファサードデザインの構成

建物の骨格人々の活動

・動く壁
展示パネルを仮設的なものとして取替えがきくようにして、季節や
展示内容に応じて配置換えができるよう可動式にする。

・まとめ

小さなギャラリーという機能が地域とのつながりをつくり、人々の
交流を促進する装置となる。これにより野々市町の顔となるよう
な新しい駅の形ができる。

鉄道の発達により駅はコスト
や機能面が重要視され、地
域の文化性が薄れ同じ表情
をした駅が増加した。

展示パネル
アクティビティーを
デザインしたファサード

展示パネルの間
に必要に応じて待
合室ができる

空間を分割することで、
いくつかの小空間がで
きる

曲面を利用することで、
変わった表情をみせる

ギャラリーと機能とを区分す
ることで、2つの空間ができる

ファサードパターン


